






要約:1)厚生省「B型肝炎母子感染防止事業」の進捗状況を調査し、その効果を推算した。

本事業の結果、全出生児における HBVキャリア率は 0.03%にまで低下したと推算された。

2)「B 型肝炎母子感染防止事業」対象外となっている HBe 抗原陰性 HBV キャリア妊婦から

の出生児の 10.2%に一過性感染が起こり、急性肝炎、ないし劇症肝炎が発生していること

が明らかとなった。その数は全国で年間約 850名と推算された。これらの児に対し、HBIG

と HB ワクチン投与を行うとほぼ完全に感染防止が出来ることが明らかとなった。


